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「
龍
蹄
」
　
小
考
一

－
　
　
漢
語
受
容
史
研
究
の
一
問
題
と
し
て

一
、
平
家
物
語
に
於
け
る
漢
語
研
究
の
現
況

山
　
本
　
真
　
吾

平
家
物
語
は
「
所
謂
和
漢
混
清
文
の
上
乗
な
る
も
の
」
で
、
「
そ
の
よ
く
漢
語
を
用
ゐ
て
国
文
に
調
和
せ
し
め
た
る
伎
価
は
わ
が
文
章

（1）

史
上
に
於
け
る
偉
観
な
り
」
と
評
さ
れ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
、
多
種
多
様
の
漢
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
漢
語
に
つ
い
て
、
従
来
、

佐
藤
喜
代
治
「
平
家
物
語
と
記
録
体
の
文
章
」
　
（
『
日
本
文
章
史
の
研
究
』
昭
4
1
・
明
治
書
院
）

佐
藤
武
義
「
『
平
家
物
語
』
に
お
け
る
漢
語
の
研
究
」
　
（
『
宮
城
教
育
大
紀
要
』
5
、
昭
4
6
・
3
）

佐
藤
喜
代
治
「
近
代
の
語
彙
1
」
　
二
「
平
家
物
語
」
　
の
語
彙
（
『
講
座
国
語
史
3
　
語
彙
史
』
昭
4
6
・
大
修
館
書
店
）

（2）

等
の
研
究
が
知
ら
れ
て
お
り
、
異
な
り
語
数
・
延
べ
語
数
・
使
用
回
数
の
分
布
が
報
告
さ
れ
、
又
、
所
謂
「
和
製
漢
語
」
・
「
和
化
（
準
）

漢
語
」
　
の
一
端
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
家
物
語
に
認
め
ら
れ
る
一
々
の
漢
語
が
、
前
代
の
如
何
な
る
文
献
よ
り
摂
取
さ
れ
た
も
の
な
の
か
と
い
う
問
題
に

つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
か
よ
う
な
、
平
家
物
語
に
於
け
る
漢
語
受
容
の
問
題
は
、
ほ
と
ん
ど
等

閑
視
さ
れ
て
来
た
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
か
ろ
う
。
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そ
の
研
究
の
進
展
を
妨
げ
続
け
て
来
た
の
は
、
第
一
に
は
、
言
語
の
大
海
の
中
か
ら
一
本
の
針
の
如
き
一
漢
語
を
探
し
求
め
る
と
い
う

彪
大
な
作
業
を
必
要
と
す
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
「
前
代
の
文
献
」
と
一
口
に
言
っ
て
も
、
我
が
国
で
成
立
し
た
仮
名
文
学
作
品
、

公
卿
日
記
・
古
文
書
と
い
っ
た
古
記
録
の
煩
、
法
令
に
関
す
る
書
、
宗
教
に
関
す
る
書
、
往
来
物
、
漢
詩
文
の
み
な
ら
ず
、
加
え
て
中
国

大
陸
よ
り
将
来
せ
ら
れ
た
浩
翰
な
漢
籍
・
仏
典
の
煩
の
、
莫
大
な
量
の
文
献
が
存
す
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
し
ら
み
つ
ぶ
し
に
検
索
し
て

ゆ
く
と
い
う
途
方
も
な
い
作
業
が
ま
ず
研
究
者
を
達
巡
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
は
、
今
は
伝
存
し
な
い
が
、
平
家
物
語
成
立
当
時
に
は
存
在
し
た
と
見
ら
れ
る
文
献
も
当
然
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
結
局
、

そ
の
出
自
を
求
め
た
り
、
受
容
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
な
ど
出
来
は
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
研
究
者
の
危
健
も
存
す
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

第
一
の
障
害
に
つ
い
て
は
、
近
時
、
数
多
く
の
国
語
学
の
好
資
料
が
影
印
・
翻
刻
さ
れ
入
手
し
や
す
く
な
っ
た
こ
と
や
索
引
・
引
得
の

頬
が
充
実
を
見
せ
て
来
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
徐
々
に
克
服
さ
れ
つ
つ
あ
る
と
見
て
よ
い
。

第
二
の
障
害
に
つ
い
て
は
、
現
段
階
で
は
如
何
と
も
し
難
く
、
或
い
は
そ
の
＜
危
催
＞
も
多
分
に
妥
当
な
所
が
多
い
か
も
知
れ
な
い
。

只
、
た
と
え
、
漢
語
の
出
自
を
一
文
献
に
特
定
で
き
な
く
て
も
、
如
何
な
る
文
献
群
か
ら
受
容
さ
れ
た
可
能
性
が
強
い
か
と
い
っ
た
程
度

で
あ
れ
ば
明
ら
か
に
出
来
る
部
分
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
し
、
そ
う
い
っ
た
考
察
を
通
し
て
こ
の
課
題
の
限
界
を
見
極
め
る
こ
と
も
必
要

で
あ
ろ
う
。

と
も
あ
れ
、
従
来
の
平
家
物
語
に
つ
い
て
の
言
語
研
究
は
、
一
つ
に
、
「
和
漢
混
清
文
」
の
名
が
教
え
る
如
く
、
前
代
の
如
何
な
る
文

体
範
疇
の
言
語
要
素
を
受
容
し
て
い
る
か
（
具
体
的
に
は
、
平
安
時
代
の
和
文
語
か
漢
文
訓
読
語
か
記
録
語
か
と
い
っ
た
煩
）
と
い
う
所

（3）

に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
研
究
の
進
展
を
見
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
平
家
物
語
の
文
章
構
成
要
素
と
し
て
、
重
要
な
位
置
を

占
め
る
「
漢
語
」
が
そ
の
素
姓
を
ほ
と
ん
ど
明
に
さ
れ
な
い
ま
ま
今
日
に
到
っ
て
い
る
こ
と
は
甚
だ
遺
憾
と
も
言
う
べ
き
で
あ
り
、
作
業

の
困
難
を
承
知
の
上
で
、
又
限
界
の
存
す
る
こ
と
を
弁
え
た
上
で
、
一
歩
で
も
こ
れ
を
前
進
さ
せ
る
こ
と
は
必
須
の
課
題
で
あ
る
と
思
わ
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れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
平
家
物
語
に
使
用
さ
れ
て
い
る
「
龍
蹄
（
り
よ
う
て
い
）
」
と
い
う
漢
語
に
注
目
し
、
そ
の
受
容
の
過
程
を
辿
り
な
が
ら
、

右
の
問
題
の
解
明
し
て
ゆ
く
手
懸
り
を
模
索
し
た
い
。

二
、
平
家
物
語
に
於
け
る
「
龍
蹄
」
の
使
用
例

覚
一
本
平
家
物
語
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
に
「
龍
蹄
」
と
い
う
漢
語
は
、
次
の
如
く
使
用
さ
れ
て
い
る
。

あ

く

　

　

　

　

　

　

お

く

　

ひ

で

ひ

ら

　

　

　

　

　

　

　

き

そ

ど

の

　

れ

う

て

い

　

ひ

き

た

て

ま

つ

　

　

　

　

　

　

こ

れ

　

か

ま

く

ら

（

竺

　

　

　

は

く

さ

ん

　

や

し

ろ

　

じ

ん

め

①
明
る
十
二
日
、
奥
の
秀
衡
が
も
と
よ
り
木
曽
殿
へ
龍
蹄
二
疋
奉
る
。
や
が
て
是
に
鏡
鞍
を
い
て
、
白
山
の
社
へ
神
馬
に
た
て
ら
れ
け

り
。
（
巻
第
七
・
倶
梨
迦
羅
落
、
下
7
4
－
1
3
）

こ
の
語
は
、
覚
一
本
だ
け
で
な
く
、
延
慶
本
に
も
認
め
ら
れ
、

②
巳
ノ
魁
二
摂
政
院
参
先
ッ
金
翠
ノ
桶
ノ
中
－
妄
銀
ヲ
以
テ
橘
ヲ
作
リ
カ
ウ
ハ
シ
キ
ク
タ
モ
ノ
ヲ
収
ム
苧
射
一
疋
鞍
ヲ
置
テ

此
ヲ
進
ス
　
（
第
三
本
・
1
5
　
白
河
院
祈
親
持
経
ノ
再
誕
事
、
5
6
オ
3
）

の
如
く
用
い
ら
れ
る
。

但
し
、
延
慶
本
の
方
で
は
「
交
鉢
」
に
作
っ
て
お
り
、
そ
の
字
面
を
異
に
し
て
い
る
。

①
「
龍
蹄
」
と
②
「
寮
駄
」
と
は
、
と
も
に
、
①
「
二
疋
」
・
②
「
一
疋
」
と
数
え
ら
れ
、
①
「
鏡
鞍
」
・
②
「
鞍
」
を
置
く
の
で
あ

る
か
ら
、
＜
馬
＞
を
指
し
て
い
る
語
と
解
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
双
方
、
①
「
奉
る
」
・
②
「
進
ス
」
対
象
で
あ
り
、
①
神
馬
に
立
て
ら

れ
た
り
、
◎
金
銀
と
と
も
に
献
上
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
＜
良
い
馬
＞
即
ち
＜
逸
馬
＞
窒
息
味
す
る
と
考
え
ら
れ
、
語
義
的
に
は
同
じ
で

あ
る
と
見
ら
れ
る
。

②
「
交
駄
」
の
「
交
」
の
字
音
は
、
「
療
」
・
「
遼
」
・
「
繚
」
等
、
こ
れ
を
音
符
と
し
て
い
る
も
の
は
、
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用
漢
音
資
料

レ
ウ遼

－
川
（
図
書
寮
本
文
鏡
秘
府
論
、
天
・
3
6
）

針
配
療
レ
ウ
ヲ
（
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
古
点
、
九
ノ
四
六
五
）

㈲
呉
音
資
料

輿
去
）
ツ
タ
。
フ
（
法
華
経
音
訓
、
・
5
9
4
1
）

酎
（
平
）
㌶
㌘
同
右
、
9
1
4
4
）

の
如
く
で
あ
っ
て
、
悉
く
漢
音
・
呉
音
と
も
に
「
レ
ウ
」
で
あ
る
。
延
慶
本
の
附
訓
「
レ
ウ
」
と
一
致
す
る
。

一
方
、
「
駄
」
　
の
字
音
は
、

川
漢
音
資
料

飛
（
平
軽
）
輿
去
）
断
（
上
）
酎
（
平
軽
）
（
長
承
本
蒙
求
、
竺

ヒ

テ
イ

大
恒
（
図
書
寮
本
文
鏡
秘
府
論
、
東
・
4
3
）

㈲
呉
音
資
料

タ

イ

　

ス

カ

タ

恒
（
平
）
佃
野
鉢
（
法
華
経
音
訓
、
告
。
〉

略
（
入
）
鉢
（
平
）
リ
ヤ
ク
タ
イ
（
前
田
本
色
菓
字
煩
抄
、
1
・
7
5
ウ
3
）

で
あ
っ
て
、
延
慶
本
の
附
訓
「
テ
ィ
」
旭
、
漢
音
形
と
見
ら
れ
る
。

「
蹄
」
と
「
駄
」
と
は
、
仮
名
書
音
形
と
し
て
は
同
じ
で
あ
る
が
、

ヨ
ウ
」
・
寮
＝
「
レ
ウ
」
　
で
あ
っ
て
一
致
し
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

あ
っ
た
ら
し
く
、
小
林
芳
規
博
士
は
、

「
籠
」
と
「
交
」
と
は
、
字
音
仮
名
迫
か
ら
す
れ
ば
、
籠
＝
「
リ

「
龍
」
字
は
、
鎌
倉
時
代
に
は
「
レ
ウ
」
と
訓
ぜ
ら
れ
る
こ
と
も
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○
字
音
仮
名
迫
で
丁
ヨ
ウ
」
と
さ
れ
、
又
平
安
時
代
の
訓
点
資
料
で
も
「
リ
ヨ
ウ
」
　
「
キ
ヨ
ウ
」
等
丁
ヨ
ウ
」
形
で
仮
名
表
記
さ
れ

た
字
音
語
を
丁
エ
ウ
」
形
で
表
記
す
る
例
が
、
鎌
倉
初
期
前
後
か
ら
中
期
以
降
に
か
け
て
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

と
し
て
、

○
　
〔
竜
〕
　
（
鐘
韻
三
等
）

竜
レ
ウ
胎
タ
イ
　
（
本
朝
文
粋
正
安
元
年
＜
一
二
九
九
＞
点
）

塑
レ
ウ
畝
ホ
　
（
天
理
図
書
館
蔵
古
文
孝
経
正
安
四
年
点
）

竜
レ
ウ
ノ
鱗
ィ
。
ク
ツ
1
7
7
裏
。
ソ
ー
竜
レ
ウ
3
1
0
時
シ
ー
竜
レ
ウ
3
5
4
応
エ
ウ
土
屯
レ
ウ
讐
葦
ソ
ー
竜
レ
ウ
讐
正
安
本
文
選
。

「
竜
リ
ヨ
ウ
」
も
あ
り
）（4）

の
例
を
掲
げ
て
い
ら
れ
る
。

従
っ
て
、
音
の
上
か
ら
も
、
「
交
鉢
」
と
「
龍
蹄
」
の
両
者
は
通
ず
る
も
の
と
見
て
矛
盾
し
な
い
。

古
辞
書
等
に
は
、

。
龍
（
平
）
蹄
遠
端
緒
ア
イ
（
前
田
本
色
菓
字
頬
抄
、
上
7
5
ウ
2
）

融
断
票
（
伊
京
集
・
畜
頬
、
亜
・
6
）

（
師
酎
空
曹
町
名
（
誓
字
考
節
用
集
・
輿
－
甜
・
1
）

の
如
く
す
べ
て
「
龍
蹄
」
に
作
っ
て
お
り
、
「
須
鉢
」
の
例
は
見
ら
れ
な
い
か
ら
、
延
慶
本
の
「
安
鉢
」
は
「
龍
蹄
」
の
宛
字
と
判
ぜ
ら

れ
る
。
但
し
、
何
故
に
「
龍
蹄
」
を
「
寮
鉢
」
に
作
っ
た
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
今
の
と
こ
ろ
未
詳
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

92
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さ
て
、
平
家
物
語
に
受
容
さ
れ
た
一
々
の
漢
語
の
受
容
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
多
種
多
様
の
、
時
代
を
異
に
す
る
大
量
の

文
献
を
検
索
す
る
と
い
う
彪
大
な
作
業
量
を
必
要
と
す
る
こ
と
は
、
先
に
述
べ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
今
回
こ
こ
に
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
の
試
案
を
提
示
し
て
み
た
い
。

大
量
の
文
献
を
、
時
代
毎
・
ジ
ャ
ソ
ル
毎
に
整
理
し
て
、
作
業
手
順
の
凡
そ
を
示
し
て
お
く
こ
と
は
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
個
々
の
作
業

が
全
作
業
の
流
れ
の
中
で
何
処
に
位
置
付
け
ら
れ
る
か
が
容
易
に
確
認
で
き
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
調
査
漏
れ
を
防
ぎ
、
能
率
を
高

め
る
こ
と
に
な
り
、
今
後
の
こ
の
方
面
の
研
究
に
は
有
意
義
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

以
下
、
こ
れ
に
基
い
て
、
「
龍
蹄
」
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
、
そ
の
成
果
を
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

（5）

尚
、
作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
前
田
富
棋
博
士
作
成
の
「
語
史
研
究
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
」
を
参
考
に
さ
せ
て
頂
い
た
。
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「龍蹄」小考（山本）

平家物語の漢語

諸橋轍次　　　　　中村元

『大漢和辞典』・F仏教語大辞典j

で、語形・語義・用例を調べ整理する

上記の辞典以外の

中国文献を調査する

文章ジャソルの仮設

原典で用例
が確認できるか

④中国文献と
共通する漢語

（訊漢籍系
（り仏典系

本邦文献を調査する

文章ジャソルの仮設

説
　
l
㌧
　
　
漢
法

代
文
書
類
集
紀
他

時
石
文
疏
薫
・
の

良
金
古
経
万
記
そ

奈
m
昆
団
凹
匠
回

献
　
簡

文
　
木

文
　
献
　
）

安
仮
和
物
漠
公
古
伝
法
漢

平
．
回
国
．
回
国
回
国
団

l

　

　

　

　

一

ワ

ー

（
対
象
文
献
）

本邦文献を調査する

⑧本邦漢語の類別
¢）和化漢語

（意味・用法が中国
文献と異なる）

㊤和製漢語
（語形そのものが
本邦独特のもの）

時代毎・ジャソル毎に整理

④本抑こ於ける中国文献と共通する

漢語の使用状況を時代毎に整理する

口侭文韻府

臣］経書・史書の頸

［司漠・六朝の詩文

回唐詩

匝］漢訳仏典

［司その他

代
文
書
類
集
紀
他

時
石
文
疏
薫
・
の

良
金
古
経
万
記
そ

吾
　
．
－
　
4
．
1
、

献
　
簡

文
　
末

語
　
・

．
ど

文
な

詩
令

漠
法

象
　
文
　
献
　
）

献

　

・

　

往

伝

文
　
　
記
　
　
古
生
書

語
　
　
日
　
記
・
往
史

代
文
　
・
文
日
吉
・
・
文

時
名
歌
語
　
胸
文
記
令
詩

安
仮
和
物
漠
公
古
伝
法
漢

平
．
回
図
．
回
出
国
固
閲

1　　　　　2

日

栗
の類

平家物語に於ける

漢語の受容過程の

解明

第
　
三
　
次
　
作
　
業

第
四
次
作
業



つ
一
一
1

3

四
、
中
国
文
献
に
於
け
る
「
龍
蹄
」
の
意
味

）本山考小」蹄龍「

前
項
に
於
い
て
提
示
し
た
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
従
っ
て
、
ま
ず
、
現
行
の
漢
和
辞
典
等
の
記
述
を
調
べ
る
こ
と
か
ら
出
発
し
て
、
中
国

文
献
（
漢
文
乃
至
漢
文
訓
読
文
）
に
於
け
る
「
龍
蹄
」
の
使
用
状
況
を
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

諸
橋
轍
次
著
『
大
漢
和
辞
典
』
修
訂
版
（
巻
十
二
、
大
修
館
書
店
・
．
糾
）
に
於
い
て
「
龍
蹄
」
の
項
を
求
め
る
と
、
二
つ
の
意
味
項

目
が
挙
っ
て
い
る
。

用
龍
の
蹄
。
又
、
馬
の
蹄
。

用
例
は
、
〔
曹
樋
、
病
馬
詩
〕
で
あ
る
。
こ
の
例
は
、
姦
ら
く
侃
文
韻
府
に
拠
っ
た
ら
し
く
、
こ
れ
と
同
じ
箇
所
が
引
か
れ
て
あ
る
。

し
か
し
、
原
典
本
文
に
当
た
る
べ
く
曹
樋
の
詩
文
を
検
索
し
て
み
て
も
こ
の
例
が
得
ら
れ
な
い
。

そ
こ
で
、
唐
代
頃
ま
で
の
種
々
の
文
献
（
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
回
～
回
参
照
、
詳
細
は
後
掲
）
を
検
索
し
た
結
果
、
曹
唐
の
「
病
馬
五
首

皇
鄭
校
書
章
三
呉
十
五
先
輩
」
　
（
全
唐
詩
、
巻
六
百
四
十
）
の
次
の
詩
中
の
語
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

③
空
被
秋
風
吹
病
毛
。
無
因
濯
浪
刷
洪
漬
。
臥
来
絃
怪
討
吼
組
一
作
阻
。
疫
姦
誰
驚
虎
口
高
。
追
電
有
心
猶
款
段
。
逢
人
相
骨
強
噺
競
。

欲
賂
薯
一
作
崇
五
重
裁
男
。
乞
借
新
成
一
作
城
利
銃
刀
。
＜
十
巻
・
七
三
四
四
＞

第
三
句
め
「
龍
蹄
」
の
述
語
は
「
組
」
で
あ
る
。

「
組
」
は
、

○
組
、
行
不
レ
正
也
、
一
日
、
馬
蹄
痛
病
、
〔
集
韻
〕

と
あ
っ
て
、
詩
題
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う
に
＜
馬
蹄
の
病
＞
の
意
と
解
せ
ら
れ
る
。
「
龍
」
は
こ
の
場
合
、

○
馬
八
尺
以
上
畠
レ
龍
、
〔
周
踵
、
夏
官
・
痩
人
〕
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と
あ
る
如
く
、
馬
を
指
す
と
考
え
ら
れ
、
表
現
の
上
で
四
句
め
の
「
虎
口
」
と
対
を
成
す
。

従
っ
て
、
こ
こ
の
「
龍
蹄
」
は
、
＜
馬
の
蹄
＞
の
意
で
用
い
ら
れ
て
い
る
（
但
し
、
修
辞
上
＜
龍
＞
の
意
を
掛
け
て
あ
る
）
と
判
ぜ
ら
れ
る
。

か
か
る
例
は
、
「
龍
蹄
」
と
熟
し
て
は
い
な
い
が
、
陸
亀
蒙
の
「
舞
馬
」
　
（
全
唐
詩
・
巻
六
百
二
十
九
）
　
に
も
認
め
ら
れ
、

④
月
窟
龍
孫
四
百
蹄
。
窮
壊
軽
歩
應
金
稗
。
＜
九
巻
・
七
二
二
五
＞

の
如
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

聞
瓜
の
一
種

『
大
漢
和
』
の
例
に
、
諸
文
献
よ
り
探
し
得
た
例
を
加
え
て
挙
げ
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。

⑤
龍
蹄
、
虎
掌
、
羊
絞
、
鬼
頭
、
云
云
、
瓜
屈
也
。
〔
虞
雅
・
繹
草
〕

⑥
瓜
以
二
遼
東
虚
江
俵
塩
之
種
一
馬
レ
美
、
教
頭
、
蜜
箔
、
羊
髄
、
龍
蹄
、
其
名
各
異
、
龍
蹄
瓜
、
羊
髄
瓜
、
大
如
レ
斜
、
出
二
涼
州
一
。
〔
廣

志
〕

⑦
欲
識
東
陵
味
。
青
門
五
色
瓜
。
龍
蹄
遠
珠
履
。
女
官
動
金
花
。
〔
李
嶋
・
瓜
、
全
唐
詩
巻
六
十
〕

33

今
回
の
調
査
で
得
ら
れ
た
、
中
国
文
献
の
「
龍
蹄
」
の
用
例
は
、
以
上
で
あ
る
。

＜
瓜
の
一
種
＞
と
し
て
の
「
龍
蹄
」
は

○
龍
蹄
同
（
ア
ヲ
ウ
リ
）
（
前
田
本
色
薬
字
分
類
抄
、
ア
・
植
物
、
下
2
6
オ
3
）

と
あ
り
、
本
邦
に
於
い
て
も
そ
の
意
が
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

し
か
し
、
今
回
の
調
査
で
は
、
平
家
物
語
に
認
め
ら
れ
る
＜
逸
馬
＞
の
意
の
使
用
例
を
見
出
す
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
苦
言
字
考
節

用
集
に
、

結
葦
醇
断
1
名
（
前
掲
）
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と
あ
る
が
、
『
文
選
』
に
「
龍
蹄
」
　
の
使
用
例
は
認
め
ら
れ
な
い
。

中
村
元
『
仏
教
語
大
辞
典
』
　
（
東
京
書
籍
・
，
空
に
は
「
龍
蹄
」
の
例
は
認
め
ら
れ
ず
、
『
大
正
新
修
大
蔵
経
』
の
索
引
に
も
見
出

し
得
な
か
っ
た
。

以
上
の
考
察
を
通
し
て
、
平
家
物
語
の
「
龍
蹄
」
は
、
〝
漢
籍
系
漢
語
〟
（
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
①
）
．
で
は
あ
る
が
、
中
国
文
献
の
そ
れ
と

は
意
味
の
異
な
る
、
所
謂
〝
和
化
（
準
）
漢
語
〟
（
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
⑧
「
⑦
）
の
一
で
あ
る
可
能
性
の
高
い
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
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《
検
索
文
献
一
覧
》
　
（
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
対
象
文
献
）

国
保
文
韻
府
（
清
聖
祖
敷
撰
、
壬
雲
五
編
）

回
経
書
・
史
書
の
煩

論
語
引
得
、
孟
子
引
得
・
春
秋
経
伝
引
得
1
～
4
・
爾
雅
引
得
・
周
易
引
得
・
有
子
引
得
・
墨
子
引
得
（
以
上
、
吟
悌
燕
京
学
社
引
得

特
刊
）
・
蕗
記
引
得
（
吟
彿
燕
京
学
杜
引
得
）
・
管
子
引
得
（
中
文
研
究
資
科
中
心
研
究
資
料
叢
書
）
・
老
子
索
引
（
豊
島
睦
編
）
・

荘
子
引
得
（
弘
道
文
化
事
業
有
限
公
司
編
）
・
国
語
索
引
（
東
方
文
化
学
院
京
都
研
究
所
編
）
・
列
子
索
引
（
山
口
義
男
編
）
・
後
漢

書
語
彙
集
成
上
・
中
・
下
（
藤
田
至
善
編
）
・
史
記
索
引
（
二
十
四
史
索
引
之
一
、
黄
福
牽
編
）
・
漢
書
索
引
（
二
十
四
史
索
引
之
二
、

黄
福
壁
編
）

回
漠
・
六
朝
の
詩
文

全
漢
詩
索
引
（
松
浦
崇
福
）
・
三
国
志
及
装
注
綜
合
引
得
（
喰
悌
燕
京
学
社
引
得
）
・
陶
淵
明
詩
文
索
引
（
堀
江
忠
通
編
）
・
世
説
新

語
索
引
（
高
橋
清
編
）
・
玉
墓
所
詠
索
引
（
小
尾
郊
一
・
高
志
真
美
編
）
・
文
選
索
引
一
～
三
（
斯
波
六
郎
霜
）
・
全
些
二
国
晋
南
北

朝
詩
上
・
下
（
丁
福
保
編
）

回
唐
詩
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全
唐
詩
一
～
十
二
（
影
定
求
等
奉
勅
撰
、
中
華
書
局
）

回
漢
訳
仏
典

法
華
経
一
字
索
引
付
開
結
二
経
（
東
洋
哲
学
研
究
所
編
）
・
一
切
経
音
義
索
引
（
沼
本
克
明
・
池
田
墾
扇
・
原
卓
志
編
、
古
辞
書
音
義

集
成
1
9
）
・
大
正
新
修
大
蔵
経
索
引

回
そ
の
他

毛
詩
引
得
（
瞭
悌
燕
京
学
社
引
得
特
刊
）
・
文
心
離
龍
索
引
（
岡
村
繁
編
）

五
、
本
邦
文
献
に
於
け
る
「
龍
蹄
」
の
意
味
と
位
相

前
項
で
は
、
唐
土
の
文
献
に
「
龍
蹄
」
の
字
面
を
求
め
る
こ
と
は
出
来
た
が
、
そ
の
意
味
は
平
家
物
語
の
そ
れ
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ

と
を
指
摘
し
た
。

こ
の
項
で
は
、
本
邦
に
於
け
る
、
平
家
物
語
成
立
以
前
の
使
用
状
況
を
精
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
平
家
物
語
に
「
龍
蹄
」
が
受
容
さ

れ
る
ま
で
の
道
筋
を
明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

I
、
奈
良
時
代
語
文
献

奈
良
時
代
の
言
語
を
反
映
す
る
と
認
め
ら
れ
る
次
の
諸
文
献
に
、
「
龍
蹄
」
の
使
用
例
は
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。

《
検
索
文
献
一
覧
》

田
金
石
文

古
京
遺
文
（
狩
谷
枚
斎
）
続
古
京
遺
文
（
山
田
孝
雄
・
香
取
秀
真
）

回
木
簡
・
古
文
書
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平
城
宮
木
簡
一
・
二
、
藤
原
宮
木
簡
、
寧
楽
遺
文
上
・
中
・
下
、
大
日
本
古
文
書
（
編
年
一
～
二
五
、
家
わ
け
十
八
、
東
大
寺
文
書
）

瓦
経
疏
類

法
華
義
疏
（
伝
聖
徳
太
子
筆
）
・
因
明
論
疏
明
灯
抄
・
唯
識
論
疏
肝
心
記
（
善
珠
）
・
新
訳
華
厳
経
音
義
私
記
（
小
川
広
巳
氏
蔵
）

回
万
葉
集
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）

凹
記
・
紀

古
事
記
（
岩
波
日
本
思
想
大
系
）
・
日
本
書
紀
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）

回
そ
の
他

俵
凰
藻
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
・
風
土
記
漢
字
索
引
（
植
垣
節
也
編
）

H
、
平
安
時
代
語
文
献

平
安
時
代
の
言
語
を
反
映
す
る
と
認
め
ら
れ
る
諸
文
献
を
、
そ
の
表
現
内
容
よ
り
次
の
田
し
圏
の
ジ
ャ
ソ
ル
に
分
か
ち
、
「
龍
蹄
」
　
の

用
例
を
求
め
た
。

《
検
索
文
献
一
覧
》

1
、
仮
名
文

田
和
歌

古
今
和
歌
集
・
後
撰
和
歌
集
・
拾
退
和
歌
集
・
後
拾
遺
和
歌
集
・
金
菓
和
歌
集
・
詞
花
和
歌
集
・
千
載
和
歌
集
（
新
編
国
歌
大
観
第
一

巻
）

回
物
語
・
日
記
・
随
筆

竹
取
物
語
・
伊
勢
物
語
・
土
左
日
記
・
平
中
物
語
・
大
和
物
語
・
落
窪
物
語
・
枕
草
子
・
源
氏
物
語
・
和
泉
式
部
日
記
・
紫
式
部
日
記
・
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堤
中
納
言
物
語
・
夜
の
寝
覚
・
更
級
日
記
・
浜
松
中
納
言
物
語
・
狭
衣
物
語
（
以
上
、
岩
波
日
本
古
典
大
学
大
系
）
、
許
か
げ
ろ
ふ

日
記
総
索
引
・
宇
洋
保
物
語
本
文
と
索
引
・
大
鏡
の
研
究
・
栄
花
物
語
本
文
と
索
引

2
、
漢
文

回
公
卿
日
記

貞
信
公
記
・
九
暦
・
小
右
記
・
権
記
・
御
堂
関
自
記
・
左
経
記
・
春
記
・
水
左
記
・
帥
記
・
後
二
条
師
通
記
・
長
秋
記
・
永
昌
記
（
以

上
、
大
日
本
古
記
鐙
・
史
料
大
成
）

圃
古
文
書
・
古
往
来

平
安
遺
文
古
文
書
編
第
一
～
第
十
・
雲
州
往
来
享
禄
本
研
究
と
総
索
引
・
本
文
研
究
編
・
和
泉
往
来
（
京
都
大
学
国
語
国
文
資
料
叢
書
）
・

高
山
寺
本
古
往
来
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
）
・
東
山
往
来
・
菅
丞
相
往
来
・
釈
氏
往
来
（
以
上
、
日
本
教
科
書
大
系
往
来
編
）

国
伝
記
・
往
生
伝
の
煩

将
門
記
（
真
福
寺
本
・
勉
誠
杜
文
庫
懸
・
玉
造
小
町
壮
哀
書
（
山
内
潤
三
・
木
村
歳
・
栃
尾
武
編
輯
）
・
日
本
往
生
極
楽
記
（
応
徳

点
・
天
理
図
書
館
本
）
・
大
日
本
国
法
華
経
験
記
・
拾
遺
往
生
伝
・
後
拾
遺
往
生
伝
（
岩
波
日
本
思
想
大
系
）
・
浦
島
子
伝
・
富
士
山

記
・
続
浦
島
子
伝
・
新
猿
楽
記
・
塊
偏
記
・
遊
女
記
・
狐
媚
記
・
暮
年
記
（
以
上
、
群
書
類
従
第
六
輯
）

団
法
令
・
史
書

日
本
三
代
実
録
・
令
義
解
・
延
喜
式
（
以
上
、
噺
紺
国
史
大
系
）
・
炉
東
三
代
格
（
観
智
院
本
、
吉
野
政
治
翻
刻
）

圃
漢
詩
文

文
華
秀
麗
集
・
菅
家
文
革
・
菅
家
後
集
（
岩
波
日
本
古
典
文
学
大
系
）
・
遍
照
発
揮
性
霊
集
・
江
都
督
納
言
願
文
集
（
六
地
蔵
寺
本
）
・

本
朝
文
粋
（
久
遠
寺
本
）
・
朝
野
群
載
・
本
朝
続
文
粋
（
噺
紺
国
史
大
系
）
・
高
山
寺
本
表
白
集
（
高
山
寺
資
料
叢
書
第
二
冊
）
・
凌

雲
新
集
・
経
国
集
・
都
氏
文
集
・
田
氏
家
集
・
雑
言
奉
和
・
栗
田
左
府
尚
歯
会
詩
・
扶
桑
集
・
本
朝
麗
藻
・
江
吏
部
集
・
侍
臣
詩
合
・



003

）本山（考小」蹄龍「

殿
上
詩
合
・
本
朝
無
題
詩
・
法
性
寺
入
道
殿
御
集
（
以
上
、
群
書
類
従
第
六
輯
）

以
上
の
、
田
～
岡
の
諸
ジ
ャ
ソ
ル
の
文
献
群
に
つ
い
て
、
ど
の
ジ
ャ
ソ
ル
に
「
龍
蹄
」
の
使
用
例
が
多
く
認
め
ら
れ
て
い
る
か
を
見
る

に
、
圏
の
、
漢
詩
文
の
煩
に
偏
っ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。

シ

　

　

　

　

ヘ

　

ヒ

ヲ

キ

ト

　

　

　

ウ

に

　

　

　

　

　

タ

に

フ

　

を

　

　

　

に

⑧
昔
白
－
昆
幽
1
閑
之
夕
、
只
披
〓
怒
－
簡
於
拾
螢
之
中
一
。
・
今
朱
輪
照
－
耀
之
朝
、
更
加
龍
1
蹄
於
五
－
馬
之
外
二
久
遠
寺
蔵
本
朝
文

粋
．
巻
第
七
㍍
纏
衡
．
奉
行
成
状
）
と
…
て
　
に
　
；
シ
ャ
ク
シ
　
　
を
カ
サ
ネ
ソ
ナ
へ
て
ケ
イ
　
　
セ
　
7
　
－
　
に

⑨
千
時
仙
－
星
増
レ
飾
綜
（
上
）
1
雲
為
レ
衣
装
呈
盾
霧
1
帳
相
1
待
鵠
1
趨
之
南
－
北
一
。
学
備
寛
（
平
潟
）
－
裳
一
亦
従
二
龍
－
蹄
之
去
留
一
。

（
同
右
・
巻
第
八
、
江
以
言
・
七
夕
陪
秘
書
閣
同
賦
織
女
雲
為
衣
応
製
）

⑲
一
尋
二
旧
宅
奉
一
能
蹄
一
。
出
レ
洛
行
々
真
也
西
。
窓
破
竹
無
二
入
管
領
一
。
台
傾
松
有
二
鶴
双
撃
。
（
本
朝
無
題
詩
・
巻
第
七
、
中
原
広

俊
・
過
轟
州
旧
宅
）

⑧
は
、
「
匡
衡
昔
は
茅
屋
の
寂
し
き
夕
に
書
を
播
い
て
苦
学
に
励
み
L
が
、
今
は
朱
輪
の
栄
あ
る
車
（
朱
輪
五
馬
は
地
方
長
官
の
乗
ず
る

（6）

所
故
に
言
ふ
）
に
駕
し
て
更
に
駿
馬
の
賜
に
預
り
ぬ
」
と
い
う
文
脈
に
於
い
て
使
用
さ
れ
て
い
る
。

⑨
は
「
時
に
織
女
は
餌
を
増
し
、
色
美
し
き
雲
を
衣
と
し
、
霧
の
帳
に
装
ひ
居
り
、
虹
の
裳
を
襲
ね
偏
へ
て
、
鵠
の
橋
を
天
河
に
渡
す
を

（7）

待
ち
、
牽
牛
の
龍
馬
に
乗
じ
て
入
り
来
る
に
任
せ
ぬ
」
と
い
う
文
脈
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。

⑲
は
、
「
策
（
プ
チ
ウ
ツ
、
観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
・
僧
上
竺
」
対
象
で
あ
る
か
ら
、
＜
蹄
＞
の
意
は
な
く
、
馬
を
指
す
こ
と
が
知
ら

れ
る
の
で
あ
る
。

右
の
三
例
は
、
い
ず
れ
も
古
辞
書
等
の
意
味
記
述
に
も
あ
る
＜
逸
馬
＞
の
意
と
解
し
て
矛
盾
し
な
い
。
中
で
も
、
㊥
は
＜
献
上
の
品
＞

と
し
て
「
龍
蹄
」
を
「
加
」
え
る
の
で
あ
っ
て
、
平
家
物
語
に
於
け
る
「
龍
蹄
」
使
用
の
場
面
と
似
通
っ
て
お
り
、
注
目
さ
れ
る
の
で
あ
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る
。但

し
、
一
例
、
喜
多
院
御
室
守
覚
法
親
王
（
三
〇
二
年
入
滅
）
の
手
に
成
る
「
釈
氏
往
来
」
に
認
め
ら
れ
、

ク

ケ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ィ

ソ

ト

ウ

　

　

タ

ヅ

ス

竺

　

ヲ

　

　

　

　

ス

　

ク

ワ

ヒ

ヲ

　

　

　

　

ニ

　

ケ

ソ

ヤ

ク

ヲ

ナ

マ

シ

三

テ

ケ

イ

エ

イ

ス

　

テ

キ

ハ

ノ

ワ

ラ

バ

㊥
来
九
日
公
家
御
顕
寺
供
養
。
可
レ
参
二
引
頭
一
。
内
々
尋
二
子
細
一
。
人
々
尽
二
華
美
二
雷
独
非
レ
可
レ
存
二
倹
約
一
。
怒
以
経
営
。
仇
騎
馬
童
、

ク

ス

　

シ

タ

ク

　

　

ー

　

　

　

　

　

　

　

ニ

　

　

　

　

　

　

ナ

ソ

ソ

ユ

ル

ゥ

ク

ル

コ

ソ

可
二
相
具
乏
支
度
也
。
龍
蹄
一
両
疋
、
可
l
宿
給
一
。
年
来
己
有
二
↑
寧
之
芳
事
。
今
度
蓋
レ
許
二
申
請
之
懇
慎
一
。
恐
々
彗
ロ
。

サ
レ
サ
ラ
ソ

権
少
僧
都

八
月
　
日

謹
上
　
民
部
脚
殿

（
第
十
七
粂
・
往
）

の
如
く
で
あ
る
。
や
は
り
、
「
一
両
疋
」
　
「
借
給
」
の
で
あ
る
か
ら
、
平
家
物
語
や
本
朝
文
粋
⑧
の
例
に
通
ず
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
。

古
往
来
の
煩
は
、
所
謂
記
録
体
の
文
章
の
性
格
が
強
い
も
の
の
、
部
分
的
に
は
漢
文
調
の
詩
的
効
果
を
も
狙
っ
て
い
た
ら
し
い
こ
と
が

（8）

原
卓
志
氏
の
御
論
に
説
か
れ
て
お
り
、
銀
漢
（
天
）
、
白
波
（
盗
人
）
と
い
っ
た
色
菓
字
煩
抄
登
載
の
所
謂
別
名
と
称
さ
れ
る
語
彙
を
摂

取
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

実
際
、
編
者
守
覚
法
親
王
に
は
「
表
白
御
草
」
や
「
啓
白
諸
句
集
」
と
い
っ
た
漢
詩
文
的
述
作
が
存
す
る
の
で
あ
っ
て
、
団
漢
詩
文
と

の
距
離
の
近
さ
を
想
定
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

因
み
に
本
稿
が
問
題
と
し
て
い
る
「
龍
蹄
」
も
、

。
龍
（
平
）
隻
語
矧
テ
ィ
（
前
田
本
色
菓
字
煩
抄
、
前
掲
）

の
如
く
、
色
薬
字
類
抄
に
言
う
別
名
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
唐
土
所
撰
の
類
書
で
あ
る
、
初
学
記
や
白
氏
六
帖
事
煩
累
に
は
認
め
ら

（9）

れ
な
い
も
の
で
あ
る
。

以
上
の
考
察
を
通
し
て
、
平
家
物
語
に
認
め
ら
れ
る
「
龍
蹄
」
は
、
中
国
文
献
に
於
い
て
も
そ
の
字
面
を
求
め
得
る
が
、
意
味
は
一
致
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せ
ず
こ
の
語
が
直
接
受
容
さ
れ
た
可
能
性
は
極
め
て
低
い
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
本
邦
文
献
の
、
特
に
平
安
時
代
の
漢
詩
文
、
も
し

く
は
そ
れ
に
準
ず
る
と
見
ら
れ
る
文
献
群
に
用
例
が
集
中
し
、
そ
こ
に
於
け
る
意
味
・
用
法
と
一
致
を
見
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
よ
り
受
容

さ
れ
た
と
見
る
方
が
自
然
で
あ
ろ
う
と
判
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
事
実
は
、
又
、
平
家
物
語
の
文
体
を
考
え
る
上
で
重
要
な
意
味
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
。

従
来
、
平
家
物
語
の
文
体
に
つ
い
て
の
説
明
は
、
H
中
国
漢
文
乃
至
そ
れ
を
本
邦
に
於
い
て
訓
読
し
た
漢
文
訓
読
文
、
H
中
古
の
和
文
、

（10）

臼
記
録
語
文
、
囲
中
世
以
降
の
俗
語
、
の
四
つ
の
要
素
の
温
清
と
い
う
理
解
の
上
に
立
っ
て
な
さ
れ
て
来
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し

な
が
ら
、
今
迄
綬
述
し
た
如
く
、
（
逸
馬
）
の
意
で
用
い
ら
れ
る
、
漢
語
「
龍
蹄
」
は
、
右
の
文
体
に
属
す
る
と
見
ら
れ
る
文
献
群
の
い

ず
れ
に
も
通
例
見
出
し
難
い
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
四
つ
と
は
異
な
る
、
別
の
文
献
群
の
系
統
を
引
く
用
語
で
あ
る
と
考
え
ざ
る
を
得

な
い
も
の
で
あ
る
。

そ
の
別
の
文
献
群
と
は
、
従
来
、
概
ね
正
格
（
純
）
漢
文
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
来
た
〝
本
邦
人
作
成
の
漢
詩
・
漢
文
学
″
を
中
心
と
す

る
文
献
群
で
あ
る
。

蜂
岸
明
博
士
は
、
既
に
、
和
漢
混
清
文
に
於
け
る
漢
語
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
文
体
と
関
わ
る
面
の
あ
る
こ
と
、
又
、
こ
れ
を
少
な
く
と

、〓）

も
（
仏
典
系
漢
語
）
・
（
漢
籍
系
漢
語
）
・
（
日
常
漢
語
〉
の
三
煩
に
区
別
す
べ
き
こ
と
な
ど
を
説
か
れ
、
注
目
し
て
い
ら
れ
る
。
（
仏

典
系
I
V
　
（
漢
籍
系
I
V
の
称
は
、
今
回
の
フ
ロ
ー
チ
ャ
ー
ト
に
も
採
用
さ
せ
て
頂
い
た
。

こ
の
峰
岸
博
士
の
分
類
に
従
え
ば
、
字
面
・
形
態
と
し
て
は
（
漢
籍
系
〉
の
文
献
に
求
め
得
る
の
で
、
一
応
そ
の
辺
り
に
分
煩
さ
れ
よ

う
か
と
も
思
う
。
し
か
し
、
そ
の
意
味
・
用
法
が
、
本
邦
独
特
の
も
の
で
あ
っ
て
、
し
か
も
そ
れ
は
平
安
朝
漢
詩
文
の
世
界
で
狂
持
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
合
わ
せ
考
え
る
と
、
新
た
に
一
癖
を
設
定
す
べ
き
か
も
知
れ
な
い
。

と
も
か
く
、
平
安
朝
漢
詩
文
の
用
語
が
、
鎌
倉
時
代
に
入
っ
て
平
家
物
語
の
如
き
和
漢
混
清
文
に
受
容
さ
れ
る
と
い
う
事
実
は
、
こ
の

種
の
文
章
の
性
格
を
考
え
て
ゆ
く
上
で
、
ひ
い
て
は
平
安
時
代
の
言
語
体
系
を
考
え
る
上
で
も
、
尚
追
及
さ
れ
る
べ
き
重
要
な
課
題
で
あ
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（12）

る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

又
、
一
方
、
そ
れ
は
、
漢
詩
文
の
用
語
の
、
所
謂
〝
日
常
化
″
を
も
意
味
す
る
。

「
龍
蹄
」
が
院
政
最
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
に
か
け
て
成
立
し
た
往
来
物
の
『
釈
氏
往
来
』
に
例
の
見
え
る
こ
と
も
そ
れ
を
物
語
っ
て
い

る
か
の
よ
う
で
あ
り
、
又
、
鎌
倉
幕
府
の
書
記
な
ど
の
手
に
成
っ
た
と
見
ら
れ
る
『
吾
妻
鏡
』
に
も
、

マ

タ

　

　

　

　

ヲ

ケ

ソ

ズ

ソ

ヲ

　

プ

　

　

　

ヨ

ヒ

キ

ニ

　

テ

ノ

レ

ウ

テ

イ

ト

ウ

ヲ

ラ

ル

ー

ラ

　

ガ

ノ

ミ

ヤ

　

　

　

′

　

オ

ホ

バ

ノ

・

⑲
亦
御
－
家
1
人
等
0
献
二
御
－
馬
一
。
及
二
二
－
百
－
飴
－
疋
一
。
以
二
此
龍
－
蹄
－
等
一
。
被
レ
奉
二
千
鶴
－
岳
1
官
○
当
－
国
一
－
官
○
大
－
庭
－

マ

ウ

ケ

ミ

ウ

ラ

ノ

　

　

　

　

　

ク

リ

パ

†

ノ

　

　

　

　

　

　

ノ

シ

ヨ

シ

ヤ

ニ

ナ

リ

庁
〇
三
－
浦
十
－
二
－
天
。
粟
－
浜
大
－
明
1
神
己
－
下
諸
－
社
一
也
。
（
軍
氷
三
年
版
吾
妻
鑑
巻
第
二
・
3
6
オ
8
）

を
始
め
と
し
て
、
数
多
く
こ
の
語
の
使
用
例
が
確
認
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

遠
藤
好
英
氏
も
注
目
し
て
い
ら
れ
る
よ
う
に
、
保
寿
院
山
科
道
安
が
、
『
塊
記
』
に
、

○
文
章
モ
上
代
三
百
年
ノ
書
ハ
、
令
ヤ
延
喜
式
ヤ
江
家
次
第
等
、
転
倒
ハ
勿
論
、
漢
朝
ノ
文
二
址
ル
コ
ト
ナ
シ
、
定
家
時
代
ヨ
リ
シ
テ
日

本
流
ノ
文
章
ガ
一
流
出
来
テ
、
文
字
ノ
転
倒
等
コ
＼
ロ
へ
難
キ
コ
ト
ア
リ
、
（
五
月
。
娼
碩
廿
一
日
）

（13）

と
述
べ
、
定
家
時
代
に
記
録
体
の
文
章
が
変
化
す
る
こ
と
を
示
唆
し
た
文
言
が
想
起
さ
れ
る
。

六
、
む
す
び

「
e
s
 
f
a
u
x
 
a
∃
i
s

平
家
物
語
に
使
用
さ
れ
て
い
る
漢
語
の
中
、
今
回
は
、
・
「
龍
蹄
」
と
い
う
語
を
取
上
げ
、
①
唐
土
の
文
献
に
於
い
て
も
そ
の
語
形
は
認

め
ら
れ
る
が
、
意
味
を
異
に
し
て
い
る
と
い
う
事
実
、
⑧
本
邦
の
文
献
に
於
い
て
は
、
平
家
物
語
以
前
で
は
漢
詩
文
中
に
偏
し
て
使
用
さ

れ
る
と
い
う
事
実
、
の
二
点
を
明
ら
か
に
し
得
た
か
と
思
う
。
用
例
の
乏
し
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
柳
か
結
論
に
不
安
が
残
る
が
、
尚
調
査

の
不
備
を
補
い
つ
つ
所
論
の
補
正
に
努
め
た
い
と
思
う
。

又
、
今
回
は
考
察
が
至
ら
な
か
っ
た
が
、
「
龍
蹄
」
と
い
う
一
漢
語
を
対
象
と
し
た
場
合
に
も
、
尚
今
後
の
課
題
と
し
て
次
の
如
き
も
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の
が
存
し
よ
う
。

H
「
龍
蹄
」
と
い
う
語
は
、
唐
土
の
如
何
な
る
文
献
に
よ
っ
て
、
い
つ
頃
本
邦
人
が
知
っ
た
の
か
。

H
本
邦
文
献
の
「
龍
蹄
」
は
、
何
故
、
中
国
文
献
の
そ
れ
と
意
味
を
異
に
す
る
に
至
っ
た
か
。

右
の
二
点
は
、
か
よ
う
な
中
国
と
日
本
に
於
け
る
漢
語
受
容
の
問
題
に
留
ま
ら
ず
、
一
般
に
二
言
語
間
の
交
渉
を
論
ず
る
場
合
に
、
常

に
問
題
に
さ
れ
る
事
柄
で
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
れ
は
、
K
O
e
S
S
－
e
，
M
・
e
t
H
訂
r
O
β
u
i
q
n
y
L
・
‥
L
e
s
㌻
u
H
I
a
m
i
s
O
u
訂
s
t
r
a
h
i
s
O
n
S
d
u
く
O
B
b
u
－
a
i
声
く
u
i
b
e
r
t
．

－
紀
伝
を
初
出
と
す
る
L
e
s
r
a
u
H
a
m
i
s
（
に
せ
の
友
達
）
と
説
か
れ
る
も
の
で
あ
る
。

L
e
s
f
a
u
H
a
m
i
s
と
は
、
二
言
語
の
間
で
語
源
的
に
も
語
形
的
に
も
一
致
し
て
は
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
・
文
化
の
中
で
別
々

の
発
展
を
遂
げ
た
た
め
に
異
な
る
意
味
を
持
つ
に
至
っ
た
語
（
m
O
t
）
ど
う
し
の
こ
と
を
言
う
。

例
え
ば
、
フ
ラ
ソ
ス
語
と
英
語
と
の
問
に
於
い
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
、
富
e
n
t
u
e
〓
e
m
e
n
t
（
万
一
の
場
合
）
‥
e
く
e
n
t
邑
－
y
（
結
局
）
－

d
巴
a
二
八
事
を
行
な
う
た
め
の
）
期
日
・
期
限
）
‥
d
e
官
（
遅
澤
・
遅
延
）
．
a
c
t
u
e
〓
現
代
の
・
現
在
の
）
‥
a
c
t
u
a
〓
実
際
の
・

（14）

本
当
の
）
　
の
如
き
も
の
で
あ
る
。

っ
ま
り
、
主
と
し
て
欧
語
に
つ
い
て
論
ぜ
ら
れ
て
来
た
、
こ
の
L
e
s
r
a
u
H
a
m
i
s
の
研
究
は
、
中
国
と
日
本
と
い
う
、
二
言
語
間
に

っ
い
て
も
適
応
さ
れ
て
し
か
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
の
で
あ
る
。
従
来
の
、
本
邦
に
於
け
る
漢
語
研
究
は
、
か
よ
う
な
欧
語
研
究
の
進
展

と
は
別
個
に
進
め
ら
れ
て
き
た
観
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
対
象
と
す
る
二
言
語
の
違
い
こ
そ
あ
れ
、
今
後
、
同
一
の
基
盤
に
立
つ
テ
ー
マ
と

し
て
こ
れ
を
扱
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
方
法
論
な
ど
学
ぶ
所
が
多
い
こ
と
が
期
待
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
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（
1
）
山
田
孝
雄
『
平
家
物
語
』
序
説
（
岩
波
文
庫
）

（
2
）
　
「
準
漢
語
」
　
の
称
は
、

高
松
政
雄
「
準
漢
語
の
一
つ
の
場
合
「
1
着
」
に
つ
い
て
」
　
（
『
岐
阜
大
教
育
学
部
研
究
報
告
人
文
』
3
1
、
昭
5
8
・
3
）

同
「
準
漢
語
－
字
煩
抄
畳
字
部
中
の
「
－
詞
」
注
記
語
よ
り
ー
」
　
（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
6
9
、
昭
5
8
・
8
）
　
に
見
え
る
術
語
で
あ
る
。

（
3
）
峰
岸
明
「
「
乗
燭
に
及
び
て
」
小
考
」
　
（
『
請
誓
国
語
学
論
集
』
、
昭
舶
・
表
現
杜
）

同
「
和
漢
混
清
文
の
語
彙
」
　
（
『
日
本
の
説
話
7
言
葉
と
表
現
』
、
昭
4
9
・
東
京
美
術
）

築
島
裕
「
和
漢
混
清
文
」
　
の
項
（
『
国
語
学
大
辞
典
』
昭
5
5
・
東
京
堂
）

櫻
井
光
昭
「
『
平
家
物
語
』
に
見
る
和
漢
混
清
現
象
」
　
（
『
国
語
語
彙
史
の
研
究
五
』
、
昭
和
5
9
・
5
、
和
泉
書
院
）

（
4
）
小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
史
料
と
し
て
の
草
稿
本
教
行
信
証
古
点
」
　
（
『
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要
』
2
、
昭
4
0
・
9
）

（
5
）
前
田
富
祓
『
国
語
語
彙
史
研
究
』
　
（
昭
6
0
、
明
治
書
院
）
第
二
部
国
語
語
彙
史
研
究
－
語
史
研
究
か
ら
語
彙
史
研
究
へ
、
第
二
章
語
史
研
究
の
フ

ロ

ー

チ

ャ

ー

ト

（
6
）
柿
村
重
松
『
本
朝
文
粋
註
釈
』
　
（
大
1
1
、
内
外
出
版
）
上
一
〇
四
〇
頁
。

（
7
）
注
（
6
）
文
献
下
一
四
五
頁
。

（
8
）
原
卓
志
「
色
菓
字
煩
抄
に
於
け
る
別
名
の
性
格
－
古
往
来
に
於
け
る
使
用
量
と
使
用
場
面
と
の
分
析
を
通
し
て
」
・
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
』
8
、

昭

6

0

・

5

）

（
9
）
原
卓
志
「
色
薬
字
煩
抄
に
お
け
る
炉
書
の
受
容
」
　
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
』
4
4
、
昭
5
9
・
1
2
）

（
1
0
）
注
（
3
）
文
献
。

（
1
1
）
峰
岸
明
注
（
2
）
文
献
「
和
漢
混
清
文
の
語
彙
」

（
2
山
本
真
吾
「
平
家
物
語
の
文
体
に
関
す
る
一
考
察
－
「
上
皇
御
所
」
の
呼
称
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
　
（
第
5
6
回
訓
点
語
学
会
、
於
同
志
社
新
島
会
館
、

昭
6
2
・
5
、
口
頭
発
表
）
。

注
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（
2
遠
藤
好
英
「
平
安
時
代
の
記
録
体
の
文
章
の
性
格
と
そ
の
変
遼
－
「
別
」
字
の
用
法
を
通
し
て
ー
」
　
（
『
詣
訴
治
教
授
国
語
学
論
集
』
、
昭
飢
・

桜
楓
社
）

（
望
今
田
良
信
「
L
e
s
f
E
H
P
m
i
s
d
e
s
t
2
C
t
u
r
e
の
意
味
分
析
に
つ
い
て
ー
仏
語
の
c
e
ユ
巴
n
＼
S
官
と
英
語
の
c
e
ユ
a
i
n
＼
s
u
r
e
I
」
　
（
『
広
島

大
学
文
学
部
紀
要
』
4
4
、
．
朗
・
1
2
）

〔
附
記
〕
成
稿
に
際
し
、
小
林
芳
規
先
生
に
は
懇
切
な
御
指
導
を
賜
わ
っ
た
。
こ
こ
に
記
し
て
心
か
ら
御
礼
申
し
上
げ
る
。

）本山（考小」蹄龍「
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On the Word "ryotei" in the Heike-Monogatari

Shingo YAMAMOTO

In the Heike-Monogatari (Tidjlg) some of Sino-Japanese words was

used in the Japanized meaning, and not in the original meaning in Ancient

Chinese.

We may take the word "ryotei (fltffi)" as an example. "Ryotei" in Ancient

Chinese originally meant hoofs of a dragon and a kind of melons. In our

country this word meant an excellent horse.

Traditionally , it has been understood that the Heike-Monogatari was

written in the wabun-style (a style based mainly upon Japanese) , the

kambim-ktmdoku-style (a style influenced by Chinese) , the hentai-kambun-style

(a style based mainly upon Japanized Chinese) , and the daily colloquial

language in the Kamakura period.

However, in this paper I argue that the word "ryotei"in the

Heike-Monogatari did not originate in these four styles.

I reach the conclusion that it originated in a different style, ie. that

it came originally from the Japanized Chinese poetry and prose.




